
基本計画に関する住民説明会開催結果 

 

 地区 開催日時 開催場所 参加者数 

１ 一宮 
9月 30日（月） 

18時 30分～ 
農業者トレーニングセンター 26 名 

２ 音羽 
10月１日（火） 

18時 30分～ 
音羽生涯学習センター 11 名 

３ 御津 
10月３日（木） 

18時 30分～ 
御津生涯学習センター 21 名 

４ 小坂井 
10月４日（金） 

18時 30分～ 
小坂井生涯学習センター 29 名 

５ 豊川 
10月５日（土） 

13時 30分～ 
豊川市勤労福祉会館 23 名 

   合計 110 名 

（説明会の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な意見） 

主な意見・質問 回答 

Ａ―２案の１期工事部分は、Ａ―１案の１期工事

部分より小さく表示しているが、そのような理解

でよいか。 

そのとおりです。 

Ａ―１案とＡ―２案における新本庁舎の合計面

積は、それぞれ 13,000 ㎡で変わらないという

理解でよいか。 

そのとおり。なお、現時点では約 13,000 ㎡と想定してい

るが、引き続き設計段階において、電子化など将来の行政サ

ービスのあり方の変化、職員数の変動などを考慮しつつ、規

模を精査していく。 

合併推進債はＡ－２案の場合、２期工事部分ま

でを含めて活用できるという理解でよいか。 
そのとおりです。 

新庁舎に上下水道部と教育委員会が集約さ

れるとのことだが、既存の一宮庁舎と音羽庁舎

はどのような利用を考えているか。 

また、機能が新庁舎に集約されることで、職員

が少なくなると寂れてしまうのではないかとい

った不安がある。 

現在、上下水道部は一宮庁舎に、教育委員会は音羽庁舎に

配置され、行政機能の分散化という課題がある。なるべく一

つの庁舎で手続きなどが完結できるよう、課題を解決したい

と考えている。なお、一宮庁舎については、再編整備の取組を

進めており、令和７年度から工事に着手する。こざかい葵風館

のような新しい複合施設として、支所機能を含めて、児童館

や図書館、体育館などを集約した施設を計画している。音羽

庁舎については、令和１３年度に教育委員会が移転する計画

となっている。以降の予定は未確定だが、音羽地区について

は市全体で取り組むリーディング事業に位置づけており、将

来的には機能を集約しつつ、利便性を向上するような方向で

再編整備を進めていきたいと考えている。詳しい内容は、豊

川市公共施設適正配置計画に記載しており、ホームページで

も紹介しているため、ぜひご覧いただきたい。 

災害時のことを考慮し、新庁舎と分庁舎を地

下でつなぐ計画はあるか。 

ハザードマップ上では佐奈川が氾濫した場合、豊川市役所

近辺は５０㎝程度の浸水が予測されている。防災上の安全性

やコスト縮減の観点から、現在のところは地下で庁舎間をつ

なぐ想定はしていない。 

本庁舎敷地周辺道路等については、見通しが

悪いところもあり、危険性があると感じている。

車両を含めた動線計画について、今後設計を進

めていく中でどのように考えているのか。 

また、住民の意見をどのように取り入れてい

くのか、市の基本的な考えを教えてほしい。 

動線については、概要版の４ページのとおり、歩行者空間を

確保すると整理している。しかしながら、現時点の考え方を示

したものであり、設計段階において引き続き検討を行う。 

後段の質問について、基本構想や基本計画は、各種アンケ

ートやワークショップを通じて、市民や庁舎利用者などの意見

を伺いながら、学識経験者、各種団体、公募市民からなる策定

委員会において議論し、取りまとめたものになっている。整備

方針において、３つの基本理念と９つの方針を示しているが、

わかりやすさや使いやすさ、バリアフリー、駐車場についての

意見を数多くいただいたことから、方針１「スムーズに手続き

できる庁舎」、方針２「誰もが利用しやすい開かれた庁舎」を真

っ先に掲げた経緯がある。この住民説明会でいただいたご意

見を含め、今後事業を進める上での参考とし、すべての人に

やさしく開かれた、本市にとってベストな庁舎をつくっていき

たい。 

建設から改修、外構、解体工事までの合計が１

３１．９億円となっており、その５５％が市の実質

負担額となるということか。 

合併推進債は、対象経費の９０％に充当でき、既存の施設

の統廃合に係る事業については、その５０％が交付税措置さ

れる。全て対象経費と仮定した場合、理論上は４５％が交付税

措置され、残りの５５％が市の負担となる。 
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